
機械の状態監視を 
3軸振動センサで
IO-Link3軸振動センサ VVB

	機械の状態に関する指標を自動監視

	アンバランス・ベアリング損傷分析の機能を内蔵

	IO-Linkにより運用中の制御機器の保全計画がITベースで簡単に	
実現



状態監視 | 振動監視

IO-Linkマスタ
フィールドバス通信対応、PLCと

ITにデータを同時送信

moneo IIoTプラットフォーム
状態監視を手軽に実現する

分析ソフトウェア

Bluetoothメッシュ
複雑な配線なしでITレベルへ

接続
詳細情報はこちら： 
ifm.com/fs/VVB301製
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技術データ

周波数範囲 	 [Hz] 2～5600

速度測定　 	 [mm/s] 0～300

加速度測定 	 [g] 0～16

使用周囲温度 	 [℃] -30～80

保護構造 IP67 | IP68 | IP69K

バージョン 
状態監視 測定単位 製品コード

基本 m/s、m/s²、℃ VVB301

データサイエンス m/s、m/s²、℃ VVB302

基本 mm/s、mg、℃ VVB305

データサイエンス mm/s、mg、℃ VVB306

Fieldbus

MQTT, HTTPS

edgeGatewayIIOT
PLATFORM

PLC

VVB3

Advanced analysis features

• Unbalance Detector
• BearingScout™**

• Raw waveform
• Machine operation time
• Trend history 

Trend values

• Fatigue | v-RMS – xyz
• Impact  | a-Peak – xyz
• Friction | a-RMS – xyz
• Crest – xyz*

• Surface temperature

*Crest available in Basic
**Demodulation available in DataScience

3軸振動測定による確立された指標から機械を監視
振動センサVVB30xは、3軸の連続振動測定データから機械の状
態に関する指標を計算し、損傷現象や異常兆候を診断します。こ
れにより、機械部品の疲労（v-RMS）・摩擦（a-RMS）・衝撃（a-Peak）

・ベアリング損傷（クレストファクタ）の情報が取得できます。ま
た、機械の表面温度も測定・出力し摩耗の指標として利用できま
す。
基本の状態監視タイプのセンサは、アンバランス検出・分析により
機械の稼働時間を振動レベルで検出します。データサイエンス状
態監視タイプは、内蔵のBearingScout™機能によりベアリングの
故障診断を行います。 

制御システムとITレベルにデータフローを送信
IO-Link通信により、データをすべて制御機器とITレベルの両方
に同時に送信して関連指標をーム等で読み込んで利用する、ITベ
ースの状態監視が実現します。

DIN ISO 20816-3によるリミット値設定
VVB30xは、機械振動のリミット値を簡単に設定できます。機械振
動規格ISO 20816-3による機械カテゴリを選択し、機械に応じた
リミット値をシステムコマンドからセンサに送信・設定できます。リ
ミット値の超過時は、内蔵のBLOBリングメモリにより詳細なエラ
ー分析も簡単に実行できます。最大12秒間の生データの自動出
力が可能です。またセンサは、過去9日間の内部特性値の履歴を
出力できます。
振動センサVVB30xで、総合的な振動分析と詳細な機械監視をよ
り簡単に行うことができます。


